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龍ケ崎市人口ビジョンおよび龍ケ崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました

　
「
わ
が
国
は
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年

の
１
億
２
８
０
８
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、

人
口
減
少
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。」

　

こ
う
言
わ
れ
て
も
、
実
感
の
な
い
方
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
「
静
か
な
る

危
機
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
日
々
の
日
常

生
活
で
は
実
感
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。

　

国
が
示
す
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
人
口

の
推
移
が
こ
の
ま
ま
進
め
ば
人
口
減
少
は

加
速
度
的
に
進
行
し
、
そ
の
結
果
、
経
済

規
模
の
縮
小
や
生
活
水
準
の
低
下
を
招
き
、

究
極
的
に
は
国
と
し
て
の
持
続
性
す
ら
危

う
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
こ
の
よ
う
な
危
機
に
対
応
す

る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
最
上
位

の
計
画
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
龍
ケ
崎
戦
略

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
重
点
施
策
に
「
市

民
活
動
日
本
一
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
」

「
子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
定
住
促
進
・
地
域
力
向
上
・

地
域
活
性
化
な
ど
の
重
点
課
題
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
な

ど
を
踏
ま
え
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
市
に
お
い
て
も
少

子
高
齢
化
を
伴
っ
た
人
口
減
少
の
潮
流
は

明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
が
続
け
ば
市
の
活
力
を
維
持
で

き
な
い
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

口
と
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
が
逆
転
し
、

少
子
高
齢
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
人
口
減
少

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

龍
ケ
崎
市
は
ど
う
な
る
の
？

■問い合わせ：企画課地域戦略グループ☎内線 363

　

人
口
減
少
は
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、

国
で
は
人
口
減
少
の
克
服
や
東
京
圏
へ
の

一
極
集
中
の
是
正
の
た
め
、
地
域
特
性
に

応
じ
た
地
方
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
、
人
口
規
模
の
縮
小
と
い
う

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い

現
実
を
認
識
し
、
時
代
の
変
化
に
即
し
た

取
り
組
み
を
優
先
的
に
進
め
、
未
来
を
担

う
次
世
代
へ
責
任
を
持
っ
て
「
ふ
る
さ
と

龍
ケ
崎
」
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
市
の
地
方
創
生
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
を

さ
ら
に
充
実
・
推
進
す
る
好
機
と
捉
え
、
人

口
の
現
状
や
課
題
と
将
来
の
姿
を
示
し
認
識

の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
目
指
す
べ

き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
提
示

す
る
「
龍
ケ
崎
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
そ

の
実
情
に
即
し
効
果
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る

「
龍
ケ
崎
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

★
人
口
の
現
状
【
表
１
】

　

当
市
の
人
口
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）

年
を
ピ
ー
ク
に
近
年
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
年
齢
３
区
分
別
人
口
で
は
、
生
産

年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）・
年
少
人
口
（
15

歳
未
満
）
と
も
に
減
少
傾
向
で
あ
り
、
平

成
17
（
２
０
０
５
）
年
頃
を
境
に
年
少
人

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

【表１】総人口および年齢３区分別人口の推移【表２】人口の将来展望
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★
将
来
の
人
口
推
計
【
表
２
】

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社

人
研
）
の
推
計
方
法
を
参
考
に
行
っ
た
、

本
市
の
独
自
の
推
計
結
果
で
は
、
こ
の
ま

ま
何
も
対
策
を
講
じ
な
い
と
…

◦
本
市
の
人
口
は
、
平
成
72
（
２
０
６
０
）

年
に
約
５
万
１
４
７
９
人
に
減
少

　
【
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
比
で
約
36
％
減
】

◦
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
っ
て
、
平
成
72

（
２
０
６
０
）
年
の
老
年
人
口
比
率
は
約
39
・

４
％
【
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
は
19
・
０
％
】

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
当
市
の
経
済
活
動
の
縮
小
な
ど
を
招
く

ほ
か
、
税
収
の
減
少
・
社
会
保
障
費
用
の
増

大
な
ど
、
経
済
社
会
・
市
財
政
の
両
面
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
の
将
来
展
望
を
踏
ま

え
、
未
来
を
担
う
次
世
代
へ
「
ふ
る
さ
と

龍
ケ
崎
」
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、「
住

ん
で
み
た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
感
じ

て
も
ら
え
る
『
子
ど
も
と
住
み
た
い
龍
ケ

崎
』
を
目
指
し
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
、

人
口
減
少
の
克
服
・
地
域
の
活
性
化
に
着

目
し
た
14
の
具
体
的
な
施
策
を
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
展
開
し
ま
す
。

子
育
て
環
境
日
本
一
を

目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り

　

若
い
世
代
が
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
結

婚
し
、子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
、
出
会
い

か
ら
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
な
ど
、

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
の
展
開

に
よ
り
、
子
育
て
環
境
日
本
一
を
目
指
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◦
施
策
①　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
総
合
的

支
援
「
子
ど
も
と
住
み
た
い
龍
ケ
崎
」
の
実
現

◦
施
策
②　

出
会
い
・
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て

の
各
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

◦
施
策
③　

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
な
支
援

住
ん
で
み
た
い
と
感
じ

る
ま
ち
づ
く
り

　

快
適
な
住
環
境
を
整
備
し
つ
つ
、
市
内

か
ら
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
に
よ

り
、
都
心
へ
の
通
勤
圏
で
あ
る
こ
と
の
優

位
性
な
ど
を
活
か
し
た
「
通
え
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
、
転
入
促
進
・
転
出
抑
制

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
た
め
の
支
援
策
を
講
じ
る
ほ
か
、
教

育
環
境
や
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
な
ど
に
よ

り
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◦
施
策
①　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
移
住
・
定

住
化
の
促
進

◦
施
策
②　
「
通
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
よ
る
移
住
・

定
住
化
の
促
進

◦
施
策
③　

特
色
あ
る
教
育
環
境
の
創
造

◦
施
策
④　

大
学
等
と
連
携
し
た
人
材
育
成
と
生
涯
学

習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

地
域
の
潜
在
力
を
活
か

し
た
し
ご
と
づ
く
り

　

若
者
な
ど
の
転
出
を
抑
制
す
る
た
め
に

は
、
地
域
に
定
着
し
安
定
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
子
育

て
世
代
の
出
産
・
育
児
に
対
す
る
不
安
や

悩
み
と
し
て
経
済
的
な
負
担
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
生
率
の
向
上
を
図

る
た
め
に
も
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保
で

き
る
よ
う
新
た
な
雇
用
の
創
出
に
向
け
て

取
り
組
み
ま
す
。

◦
施
策
①　

産
業
、
金
融
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
総

合
的
支
援
体
制
の
整
備

◦
施
策
②　

若
者
、
女
性
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
を

中
心
と
し
た
人
材
の
育
成
・
還
流
・
定
着
の
支
援

◦
施
策
③　

知
名
度
ア
ッ
プ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
等

に
よ
る
付
加
価
値
の
向
上

地
域
が
つ
な
が
る
、安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

新
た
な
「
ひ
と
」
の
流
れ
を
つ
く
り
、

新
た
な
「
し
ご
と
」
が
で
き
た
と
し
て
も
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち
」
で
な
け
れ

ば
人
は
定
着
せ
ず
、「
ま
ち
」
の
活
性
化
に

は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。「
ひ
と
」
と
「
ひ
と
」

の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に

よ
り
、
地
域
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
地
域
で
支
え
合
い
、
安
心
・
安

全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

◦
施
策
①　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
核
と
し
た
地
域
力

の
向
上

◦
施
策
②　

市
民
主
体
の
地
域
防
犯
・
防
災
の
充
実

◦
施
策
③　

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

◦
施
策
④　

高
齢
者
の
「
健
幸
」
力
の
向
上

　

総
合
戦
略
に
は
、
皆
さ
ん
に
「
ふ
る
さ

と
龍
ケ
崎
」
を
大
切
に
思
い
住
み
続
け
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
市
外
に
向

け
て
は
、
当
市
を
知
っ
て
も
ら
い
定
住
の

地
と
し
て
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
地
方
創

生
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
は
も
と

よ
り
当
市
に
関
係
の
あ
る
事
業
者
や
企
業
・

金
融
機
関
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
一

体
と
な
り
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

龍
ケ
崎
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
龍
ケ
崎
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
は
、
市

公
式
サ
イ
ト
・
市
役
所
（
１
階
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
／
３
階
企
画
課
）、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
西
部
・
東
部
出
張
所
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

新たな目標の設定
●！合計特殊出生率*の上昇

平成 42（2030）年に 1.8
平成 52（2040）年に 2.1
＊１人の女性が生涯に出産する子どもの推

定人数

へ上昇

●！若者・子育て世代の社会増

◦大幅に転出が超過する若者世代
の転出抑制
◦子育て世代とその子ども世代の

転入促進

平
成
72
（
２
０
６
０
）
年
の
目
標

　

目
標
人
口
：
６
万
５
６
０
０
人

　

老
年
人
口
比
率
：
33
・
０
％

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

基
本
目
標

Ａ

基
本
目
標

Ｂ

基
本
目
標

Ｃ

基
本
目
標

Ｄ
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常磐線佐貫駅周辺地域整備基本構想策定の検討状況について

　

当
市
に
お
い
て
は
、
都
心
部
か
ら
約
45
㎞
・

時
間
距
離
60
分
以
内
と
い
う
立
地
と
、
豊
か

な
自
然
環
境
・
歴
史
や
文
化
を
有
す
る
地
域

特
性
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
市
内
外
の
交
流

の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
常
磐
線
佐
貫
駅

周
辺
地
域
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
（
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
）
を
描
く
た
め
、
当
該
地
域

の
地
域
特
性
や
期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能
を

整
理
し
た
上
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
目
標
・
基
本
戦
略
を
設
定
す
る
と
と
も

に
、
ゾ
ー
ン
別
の
整
備
方
針
を
定
め
て
い
き

ま
す
。

■1
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方

　

市
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
以
下
の
よ
う

な
視
点
か
ら
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◦
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
利
便
性
を
活
か
し
、
駅
周
辺

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く

◦
開
発
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
す
一
方
、
市
内

４
市
街
地
の
拡
散
防
止
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
っ
て
い
く

　

市
で
は
昨
年
９
月
か
ら
、
佐
貫
駅
周
辺
地
域
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
）
を
描
く
「
常
磐
線
佐
貫
駅
周
辺
地
域
整
備
基
本
構
想
」
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
佐
貫
・
龍
ケ
崎
と
い
っ
た
名
前
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
を
図
っ
て
い
く

◦
東
京
都
心
に
近
い
自
然
湖
沼
で
あ
る
牛
久
沼

が
佐
貫
駅
徒
歩
圏
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
活

用
を
図
っ
て
い
く

■2
佐
貫
駅
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
的
な
方
向
性

■1
対
象
地
域
全
体
の
特
性

　

期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能
の
検
討
を
行
う

た
め
、
対
象
地
域
全
体
の
特
性
を
整
理
し
ま

し
た
。

◦
市
唯
一
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
駅
を
有
す
る
地
域

◦
市
街
地
の
大
き
さ
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、

都
市
施
設
や
商
業
施
設
の
集
積
に
乏
し
い

◦
駅
近
傍
に
未
利
用
地
が
多
く
存
在
し
て
い
る

◦
国
道
６
号
と
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
が
南
北
に
縦
断
し
、

東
西
で
市
街
地
が
分
断
さ
れ
て
い
る

◦
藤
代
バ
イ
パ
ス
の
供
用
に
よ
り
、
佐
貫
駅
近

郊
部
を
通
過
せ
ず
、
国
道
６
号
を
往
来
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
地
域
の
求
心
性

が
低
下
傾
向
に
あ
る 

■2
対
象
地
域
全
体
の
課
題

　

対
象
地
域
全
体
の
特
性
を
踏
ま
え
、
課
題

を
次
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。

　

市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
、
に
ぎ

わ
い
と
魅
力
の
あ
る
都
市
拠
点
の
形

成
、
東
西
市
街
地
の
連
絡
性
確
保
な
ど

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
強
化
、
商
業
・
業

務
・
情
報
な
ど
の
都
市
機
能
の
集
積
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

基
本
構
想
想
定
の
背
景
や
目
的

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
・

方
向
性
の
検
討

佐
貫
駅
周
辺
地
域
に
期
待

さ
れ
る
役
割
・
機
能
に
つ
い
て

常磐線佐貫駅周辺地域整備基本構想

策定の検討状況について

■問い合わせ：企画課地域戦略グループ☎内線 363

 
 

 

 

 

   

基
本
的
な
方
向
性
１

市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
に
ぎ
わ
い
の
創
出

基
本
的
な
方
向
性
２

水
辺
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
自
然
・
景
観
資

源
を
活
用
し
た
交
流
空
間
の
創
造

基
本
的
な
方
向
性
３

広
域
交
通
を
活
か
し
た
土
地
利
用
の
高
度
化

と
利
便
性
の
高
い
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
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常磐線佐貫駅周辺地域整備基本構想策定の検討状況について

■3
地
区
の
区
分

　

対
象
地
域
を
地
形
や
用
途
地
域
な
ど
の
特

性
に
よ
り
、
次
の
５
つ
の
地
区
に
区
分
し
ま

し
た
。

①
佐
貫
駅
東
地
区　

②
佐
貫
駅
西
地
区

③
若
柴
台
の
下
・
停
車
場
線
地
区

④
若
柴
宿
地
区　

⑤
牛
久
沼
南
水
辺
地
区

■4
地
区
ご
と
の
特
性
・
課
題

①
佐
貫
駅
東
地
区

◦
施
設
・
住
居
集
積
が
乏
し
く
、
に
ぎ
わ
い

が
不
足

◦
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
混
雑
が
激

し
い

ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
変
と
機
能
向
上
、
ま
ち

づ
く
り
・
文
化
財
団
の
土
地
活
用
な
ど
に

よ
る
活
性
化
が
課
題

②
佐
貫
駅
西
地
区

◦
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
が
空
洞
化
、
閑
散
と
し

た
雰
囲
気

◦
駅
東
側
お
よ
び
牛
久
沼
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
よ
く
な
い

ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
変
と
機
能
向
上
、
駅
東

側
お
よ
び
牛
久
沼
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
性

向
上
が
課
題

③
若
柴
台
の
下
・
停
車
場
線
地
区

◦
農
地
・
未
利
用
地
が
広
が
る

◦
駅
周
辺
地
域
の
中
で
も
最
も
活
用
の
可
能

性
が
高
い

未
利
用
地
の
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
策

の
検
討
が
課
題

④
若
柴
宿
地
区

◦
旧
来
か
ら
の
住
宅
地
、
台
地
・
低
地
の
境

の
斜
面
林
か
ら
な
る

◦
歴
史
的
な
景
観
が
多
く
残
る

坂
や
神
社
仏
閣
な
ど
の
歴
史
的
景
観
の
保

全
と
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
が

課
題

⑤
牛
久
沼
南
水
辺
地
区

◦
牛
久
沼
を
望
む
自
然
豊
か
な
水
辺
地
域

◦
国
道
６
号
と
沼
に
挟
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
、

他
か
ら
隔
離
さ
れ
た
閉
鎖
的
環
境

地
区
内
お
よ
び
駅
か
ら
の
徒
歩
ル
ー
ト
な

ど
の
確
保
、
水
辺
空
間
の
活
性
化
が
課
題

■5
期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能

　

現
段
階
で
の
対
象
地
域
に
期
待
さ
れ
る
役

割
・
機
能
（
案
）
と
し
て
、
次
の
と
お
り
整

理
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果
を
反
映
し
、
期
待
さ

れ
る
役
割
・
機
能
を
確
定
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。

役
割
・
機
能
１
（
案
）

▪
に
ぎ
わ
い
拠
点
と
し
て
の
商
業
・
公
共
機

能
の
強
化

▪
駅
前
シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
に
よ
る
地
域
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

▪
利
用
者
活
動
を
促
す
ま
ち
の
回
遊
性
機
能

の
向
上

役
割
・
機
能
２
（
案
）

▪
自
然
環
境
を
活
か
し
た
住
民
の
憩
い
空
間

の
創
出

▪
広
域
交
通
と
自
然
資
源
に
よ
る
観
光
拠
点

機
能
の
強
化
と
交
流
人
口
の
増
加

役
割
・
機
能
３
（
案
）

▪
交
通
結
節
点
機
能
の
強
化

▪
安
心
安
全
の
住
環
境
の
実
現

■1
基
本
構
想
策
定
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

本
年
７
月
を
目
途
に
基
本
構
想
を
完
成
さ

せ
る
予
定
で
す
。

　

既
存
の
上
位
計
画
や
、
前
提
条
件
の
調
査

を
踏
ま
え
、対
象
地
域
に
期
待
さ
れ
る
役
割
・

機
能
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

　

対
象
地
域
に
期
待
さ
れ
る
役
割
・
機
能
を

踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
目

標
お
よ
び
基
本
戦
略
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
目
標
お
よ

び
基
本
戦
略
を
基
に
、
エ
リ
ア
内
に
お
け
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
具
体
的
に
推
進
し
て

い
く
事
業
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す

（
５
月
頃
を
予
定
）。

　

各
種
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
基
本
構
想
を

策
定
し
ま
す
。

■2
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
目
標
お

よ
び
基
本
戦
略
（
現
段
階
の
イ
メ
ー
ジ
）

■1
テ
ー
マ

◦
佐
貫
駅
周
辺
地
域
整
備
に
係
る
ま
ち
づ
く

り
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
目
標
・
基
本
戦
略
に

つ
い
て

◦
そ
の
他
自
由
意
見

■2
提
出
方
法

　

任
意
の
様
式
に
ご
意
見
・
ご
提
案
の
他
、

氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

３
月
31
日
（
木
）
ま
で
に
企
画
課
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
可
。
営
利
を
目
的
と

す
る
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
。

今
後
の
策
定
の
進
め
方

基
本
構
想
素
案
作
成
に
係
る

意
見
募
集

※あくまでイメージ
です。今後の検討の中
で設定していきます

【コンセプト】市民の誇るまち龍ケ崎の顔づくり
～にぎわい・自然・暮らしで創造する交流の玄関口～

【まちづくりの目標】
Ⅰ．市の玄関口
に ふ さ わ し い
賑わいの創出

Ⅱ．水辺を中心とした
豊かな自然・景観資源を
活用した交流空間の創造

Ⅲ．広域交通を活か
した土地利用の高度
化と利便性の高い豊
かな暮らしの実現

【基本戦略Ⅰ】
◦にぎわい拠点としての商

業・公共機能の強化
◦駅前シンボル空間整備によ

る地域のブランディング
◦利用者活動を促すまちの

回遊性機能の向上

【基本戦略Ⅱ】
◦自然環境を活かし

た住民の憩い空間
の創出

◦広域交通と自然資
源による観光拠点
機能の強化と交流
人口の増加

【基本戦略Ⅲ】
◦交通結節点

機能の強化
◦安心安全の住

環境の実現
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新たな都市計画マスタープランの策定を進めています！

都市計画マスタープランとは…

策定にあたっての基本方針（抜粋）

市民参画の取り組み

■問い合わせ：都市計画課都市計画グループ☎内線 461

新たな都市計画マスタープランの策定を進めています！

　平成 11 年に策定（平成 20 年一部改訂）した現行の都市計画マスタープランの目標年次の満了にあわせて、
平成 29 年度から 38 年度までの 10 年間を計画期間とする新たなプランの策定をスタートしました。
　策定にあたっては、「市民とともにつくるシンプルでわかりやすいプランづくり」を目指して、市民の皆
さんの意見や提案をお伺いする機会を確保するとともに、市公式サイトなどで策定過程の情報を発信して
いきます。

　都市計画法に位置付けられている法定計画で、市町村の都
市計画に関する基本的な方針を定めるものです。将来像やま
ちづくり（主に土地利用）の方針を明確化し、市民の皆さん
と共有するとともに都市計画を決定する際の指針となりま
す。また、最上位計画である「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」
に位置付けられた土地利用の構想や計画を具体化するととも
に、施策の実現に向けて都市計画の側面から最上位計画を補
完するものです。

●社会環境の変化への的確な対応

　社会動向や市民ニーズの変化を見極めながら、将来予測に基づき、将来都市像やまちづくりの方向性を
さまざまな視点から検討します。
●市民とともにつくるシンプルでわかりやすいプランづくり

　さまざまな市民参画の機会を確保し、市民の声や思いをプランに反映させるとともに、ワークショップ
などを通して協働によるプランづくりを進めます。
●主要政策・施策を推進するための戦略的視点

　「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」などの上位計画に掲げられた主要な政策・施策を都市計画の側面から推進
するための戦略的視点を重視した計画づくりを進めます。

①市民アンケート調査

　18 歳以上の市民 2,000 人（無作為抽出）を対象にアンケート調査を実施しました。
②ワークショップ

　主要課題や地域の課題について、市民の目線で意見や提案をいただきます。
　※無作為により候補者を抽出し、参加申し込みをされた方を対象に実施します。
③市民懇談会

　地域別に、課題を把握する段階および素案（たたき台）ができた段階で実施します。
　※日程などの詳細は、決定次第、市公式サイトや広報紙「りゅうほー」でお知らせします。
このほか、団体ヒアリング、パブリックコメントを実施します。

※詳細は、市公式サイトの都市計画課のページをご覧ください。

新たな都市計画マスタープランの策定を進めています！

素案 案 最終案

市民アンケート調査

市民参画の流れ

団体ヒアリング

ワークショップ

市民懇談会①

市民懇談会② パブリックコメント

都市計画審議会

情報発信・意見聴取
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「（仮称）龍ケ崎市教育プラン」の策定を進めています！

教育プラン策定の背景

教育プランの概要

■問い合わせ：教育総務課総務グループ☎内線 291

「（仮称）龍ケ崎市教育プラン」の策定を進めています！「（仮称）龍ケ崎市教育プラン」の策定を進めています！

　近年、少子高齢化や高度情報化、グローバル化などの進展により社会経済情勢は大きく変化しています。
国は、教育を取り巻く環境の変化を踏まえ、「教育基本法」「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」
を改正し、地方自治体に教育の振興に関する計画の策定を義務付けました。
　当市では、この法律改正を好機と捉え、人口減少・少子高齢化など、今後の社会構造の変化に柔軟に対
応するため、さらには未来を拓く子ども達や、現在のまちづくりを担っている市民のより良い教育環境の
充実を図るため、「（仮称）龍ケ崎市教育プラン」の策定を進めています。

　教育プランは、市の教育分野におけるマスタープランとして位置付けます。「義務教育の充実」「子ども
の健全育成」「生涯学習の推進」「文化芸術の振興」「スポーツの推進」の５つを施策の柱とし、具体的施策
や成果指標なども定めます。
　なお、教育プランは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律」により市長が
定める教育大綱と、「教育基本法」に位置付けられている教育振興基本計画の２つの総称です。

　教育プランは、市長と教育委員会で構成される「総合教育会議」で協議・調整を行い、策定作業を進め
ています。また、市民の皆さんの声を教育プランに反映するため、アンケート調査や地区ごとの教育市民
会議の開催、教育関連団体のヒアリングなどを実施しています。
　総合教育会議は、どなたでも傍聴できます。次回の総合教育会議は２月 24 日（水）に開催する予定です。
詳細は市公式サイトをご覧ください。

　教育プランの前編であり、市の教育
行政を推進するための基本指針となる

「教育大綱」の策定を進めています。
　また教育プランの具体的施策や重点
事業などは、教育市民会議などの意見
を踏まえ、平成 28 年度に定めます。

▲教育市民会議の様子

市内４カ所で開
催！ 市長と教育委員会で協議！

▲総合教育会議の様子

教育プランの策定状況

教育プラン

教育プランの策定体制

教育振興基本計画

（教育大綱に基づく具体的施策）

教育全般に
関する計画

子どもの
健全育成

義務教育
の充実

スポーツ
の推進

生涯学習
の推進

文化芸術
の振興

教育大綱

（教育行政を推進するための基本指針）

● 作成期間：平成 27 年度から平成 28 年度までの２年度間
● 内　　容：教育大綱および教育振興基本計画
● 計画期間：平成 29 年度から平成 33 年度までの５年間（次期最上位計画との整合）

大綱に基づき、
具体的な施策
などを明記



　市では、「市民活動日本一を目指したまちづくり」を「ふるさと龍ケ崎戦略プラン」の重点施策として位
置付け、市民活動の支援のほか、市民の皆さんによる市民活動の輪を広げていく取り組みを進めています。
　市民の皆さんによるさまざまな市民活動が活発に行われている一方で、それらの活動を行う団体の皆さ
んからは「人手が足りない」「メンバーの高齢化により思った活動ができない」などの悩みを耳にします。
　そこで、これらの団体と、市民活動に“協力したい団体”（以下、「協力団体」という）との「橋渡し」
を行う龍ケ崎まちづくり・つなぐネット（以下、「つなぐネット」という）を昨年９月に開始しました。

　平成 27 年度には、「花いっぱい運動」などの環境美化活動をはじめとし、４件の橋渡しが成立しました。
　市民活動に“協力したい”あるいは“協力してほしい”団体の皆さんのお申し込みをお待ちしています。

■問い合わせ：市民協働課市民協働推進グループ☎内線 437

つなぐネットとは…

　市内の事業所や中学校・高等学校、流通経済大学に
属する団体に、あらかじめ市に協力団体として登録し
ていただき、“協力してほしい団体”から依頼のあっ
た活動内容と、協力団体の協力できる活動分野などの
調整を市が行うことで、“協力したい団体”と“協力
してほしい団体”の橋渡しを行う事業です。
　協力団体のメンバーである現役の就労世代や若年層
の方にとっては、市民活動への理解促進や、活動への
参加のきっかけとなることが期待されるとともに、協
力してほしい団体にとっては、継続的な活動のお手伝
いが可能になることが期待されます。
　このほか、市民活動に必要な物資を提供することに
よる協力も受け付けています。

背景や課題

① 活動に協力してくれる人材の確保が困難
② 市民活動団体メンバーの高齢化
③ 事業所などの地域貢献意識の高揚

期待される効果

① 団体を対象とすることにより、多くの人材の
確保が見込まれる

② 若年層や現役就労世代への市民活動の啓発・促進
③ 事業所などと連携した市民活動支援の推進

目指すまちの姿

　若年層からシニア世代まで年齢を問わず、一人
一人がまちづくりの担い手として市民活動するこ
とにより、まちが支えられます。

「協力したい団体」「協力してほしい団体」を橋渡し


